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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
撮影レンズから入射する光束を測光するための測光ユニット、撮影レンズから入射する光
束を少なくとも光学ファインダユニット側に導くための光学部材、撮影レンズから入射す
る光束を電気信号に変換する撮像素子、情報を表示する外部表示手段を備える撮像装置で
あって、
前記外部表示手段が情報を表示する状態において、撮影レンズから入射する光束を測光す
るための前記測光ユニットに該光束が導かれるのを遮光する遮光状態が実現可能に構成さ
れ、
前記遮光状態において、前記光学ファインダユニットのファインダレンズを介して入射す
る外光を前記測光ユニットにより測光して、得られた測光値に基づいて情報表示中の前記
外部表示手段の明るさを制御可能に構成され、
更に、撮影画像再生表示可能に構成され、
前記撮影画像再生表示中に、前記遮光状態で前記光学ファインダユニットのファインダレ
ンズを介して入射する外光を前記測光ユニットにより測光するとき、得られた測光値に基
づいて前記外部表示手段の明るさを制御することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
前記撮像素子により得られる電気信号に基づく画像を前記外部表示手段に逐次表示する電
子ファインダモードを有し、
前記電子ファインダモード中に、前記遮光状態で前記光学ファインダユニットのファイン



(2) JP 5311993 B2 2013.10.9

10

20

30

40

50

ダレンズを介して入射する外光を前記測光ユニットにより測光するとき、得られた測光値
に基づいて前記外部表示手段の明るさを制御することを特徴とする請求項１に記載の撮像
装置。
【請求項３】
撮影レンズから入射する光束を測光するための測光ユニット、撮影レンズから入射する光
束を少なくとも光学ファインダユニット側に導くための光学部材、撮影レンズから入射す
る光束を電気信号に変換する撮像素子、情報を表示する外部表示手段を備える撮像装置で
あって、
前記外部表示手段が情報を表示する状態において、撮影レンズから入射する光束を測光す
るための前記測光ユニットに該光束が導かれるのを遮光する遮光状態が実現可能に構成さ
れ、
前記遮光状態において、前記光学ファインダユニットのファインダレンズを介して入射す
る外光を前記測光ユニットにより測光して、得られた測光値に基づいて情報表示中の前記
外部表示手段の明るさを制御可能に構成され、
前記光学部材は、撮影レンズから入射する光束を前記光学ファインダユニットの方向への
光束と前記撮像素子の方向への光束とに分離させる固定ミラーであり、
前記光学ファインダユニットへの光路中に配置された撮影情報表示用の内部表示手段を備
え、
該内部表示手段は、前記遮光状態を実現する様に駆動可能に構成されていることを特徴と
する撮像装置。
【請求項４】
前記光学部材は、撮影レンズから入射する光束を前記光学ファインダユニットの方向への
光束と焦点検出ユニットの方向への光束とに分離させるための可動ミラーユニットであり
、
前記可動ミラーユニットは、前記光束を分離させる第１の位置と前記遮光状態を実現する
第２の位置との間で可動に設けられていることを特徴とする請求項１または２に記載の撮
像装置。
【請求項５】
前記撮像素子により得られる電気信号に基づく画像を前記外部表示手段に逐次表示する電
子ファインダモードを有し、
前記電子ファインダモード中に、又は撮影画像再生表示操作が行われると、前記可動ミラ
ーユニットを前記第２の位置に駆動した状態で、前記測光ユニットにより測光し、得られ
た測光値に基づいて前記外部表示手段の明るさを制御することを特徴とする請求項４に記
載の撮像装置。
【請求項６】
前記撮像素子により得られる電気信号に基づく画像を前記外部表示手段に逐次表示する電
子ファインダモードを有し、
撮影画像再生表示可能に構成され、
前記電子ファインダモード中に、又は撮影画像再生表示操作が行われると、前記遮光状態
を実現する様に前記内部表示手段を駆動した状態で、前記測光ユニットにより測光し、得
られた測光値に基づいて前記外部表示手段の明るさを制御することを特徴とする請求項３
に記載の撮像装置。
【請求項７】
撮影レンズから入射する光束を測光するための測光ユニット、撮影レンズから入射する光
束を少なくとも光学ファインダユニット側に導くための光学部材、撮影レンズから入射す
る光束を電気信号に変換する撮像素子、情報を表示する外部表示手段を備え、
前記外部表示手段が情報を表示する状態において、撮影レンズから入射する光束を測光す
るための前記測光ユニットに該光束が導かれるのを遮光する遮光状態が実現可能に構成さ
れ、
前記遮光状態において、前記光学ファインダユニットのファインダレンズを介して入射す
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る外光を前記測光ユニットにより測光して、得られた測光値に基づいて情報表示中の前記
外部表示手段の明るさを制御可能に構成され、
前記撮像素子により得られる電気信号に基づく画像を前記外部表示手段に逐次表示する電
子ファインダモードを有し、
前記電子ファインダモード中に、前記遮光状態で前記光学ファインダユニットのファイン
ダレンズを介して入射する外光を前記測光ユニットにより測光するとき、得られた測光値
に基づいて前記外部表示手段の明るさを制御し、
セルフ撮影モードを備え、撮影指示操作から撮影までのセルフ時間を複数設定可能に構成
され、
前記電子ファインダモード中に所定の時間以上のセルフ時間が選択されたとき、前記所定
の時間までは前記測光ユニットにより測光し、得られた測光値に基づいて前記外部表示手
段の明るさを制御し、前記所定の時間以降撮影までの間は前記測光ユニットによる測光を
行わず、前記外部表示手段の明るさを下げることを特徴とする撮像装置。
【請求項８】
撮影レンズから入射する光束を測光するための測光ユニット、撮影レンズから入射する光
束を少なくとも光学ファインダユニット側に導くための光学部材、撮影レンズから入射す
る光束を電気信号に変換する撮像素子、情報を表示する外部表示手段を備え、
前記外部表示手段が情報を表示する状態において、撮影レンズから入射する光束を測光す
るための前記測光ユニットに該光束が導かれるのを遮光する遮光状態が実現可能に構成さ
れ、
前記遮光状態において、前記光学ファインダユニットのファインダレンズを介して入射す
る外光を前記測光ユニットにより測光して、得られた測光値に基づいて情報表示中の前記
外部表示手段の明るさを制御可能に構成され、
前記撮像素子により得られる電気信号に基づく画像を前記外部表示手段に逐次表示する電
子ファインダモードを有し、
前記電子ファインダモード中に、前記遮光状態で前記光学ファインダユニットのファイン
ダレンズを介して入射する外光を前記測光ユニットにより測光するとき、得られた測光値
に基づいて前記外部表示手段の明るさを制御し、
前記外部表示手段が可動で、前記外部表示手段の向きを検知可能に構成され、
前記電子ファインダモード中に前記外部表示手段が被写体側に向いているのが検知された
ときには、前記測光ユニットによる測光を行わないことを特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、外部表示装置を備える撮像装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
近年、撮影した画像をその場で確認できる様に本体の撮影者側にTFTなどのディスプレイ
を備えたデジタル撮像装置が広く普及しており、撮影光学系を通過した被写体光をディス
プレイで見ながら撮影する撮影方法が広く普及している。また、ディスプレイの明るさを
撮影者が所定の範囲で任意に設定できる様に構成されているものが公知の技術として広く
普及している。
【０００３】
ところで、屋外の晴天時に撮影画像をディスプレイで確認する場合に、ディスプレイが明
るく照らされた状態では表示された画像が見にくいという問題がある。撮影者が自分でデ
ィスプレイの輝度を明るくなる様に設定すれば、この問題は改善されるが、自分で設定し
なければならない煩わしさがある。また、基準の輝度を明るく設定すると消費電流が多く
必要となり、撮影可能枚数が減ってしまうため、一般的にはデフォルトの輝度として、表
示可能な最高輝度は設定されていない。
【０００４】
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撮像装置の撮影者側の明るさを検知するための専用センサーをディスプレイ近辺に配置す
れば、撮影者側の明るさを検知できるが、コストが上がってしまう問題がある。
【０００５】
こうした技術状況において、特許文献１に開示の一眼レフカメラでは、撮像装置の撮影者
側の明るさを検知する技術として、レリーズ動作によりミラーアップした際にファインダ
逆入射光を測光し、撮影条件を設定（補正）するものが提案されている。
【特許文献１】特開平１0-１8644１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
しかしながら、特許文献１に記載の技術は、レリーズ操作されたときのミラーダウン時の
測光値とミラーアップの測光値との関係から撮影条件を設定（補正）するものであり、外
部環境（明るさ）により画像表示装置の輝度を調整するものではない。また、特許文献１
に記載の技術は、画像を撮影する際の制御について提案されたものであり、撮影画像を再
生表示する際などの制御についてのものではない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
上記課題に鑑み、本発明の撮像装置は次の特徴を有する。即ち、撮像装置は、撮影レンズ
から入射する光束を測光するための測光ユニット、撮影レンズから入射する光束を少なく
とも光学ファインダユニット側に導くためのミラーなどの光学部材、撮影レンズから入射
する光束を電気信号に変換する撮像素子、情報を表示する外部表示手段を備える。そして
、前記外部表示手段が情報を表示する状態において、撮影レンズから入射する光束を測光
するための前記測光ユニットに該光束が導かれるのをほぼ遮光する遮光状態が実現可能に
構成される。また、前記遮光状態において、前記光学ファインダユニットのファインダレ
ンズを介して入射する外光を前記測光ユニットにより測光して、得られた測光値に基づい
て情報表示中の前記外部表示手段の明るさを制御可能に構成される。
【発明の効果】
【０００８】
本発明の撮像装置によれば、表示装置（外部表示手段）の明るさが周辺環境において好適
になる様に自動で設定されるため、撮影者は特別な操作をすることなく、見やすい表示で
表示装置を見ることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
以下、本発明の実施の形態について図面を用いて説明する。
本発明の撮像装置において重要なことは、次の点である。情報を表示する外部表示手段が
情報を表示する状態において、撮影レンズから入射する光束を測光するための測光ユニッ
トに該光束が導かれるのをほぼ遮光する遮光状態が実現可能に構成されること。必要な時
に、前記遮光状態において、前記光学ファインダユニットのファインダレンズを介して入
射する外光を前記測光ユニットにより測光して、得られた測光値に基づいて情報表示中の
前記外部表示手段の明るさを制御できる様になっていること。「必要な時」は、撮像装置
の仕様、タイプ、使用者の要求などに応じて、適宜決めればよい。その代表例として、後
述する実施形態と実施例で述べられる様な、「電子ファインダモード中」、「撮影画像再
生表示中」などがある。遮光状態にするのが許容される状態であって、外部表示手段で表
示が行われているときであれば、外部表示手段の明るさを制御する状態に何時してもよい
。設計に応じて決めればよい。
【００１０】
上記の考え方に基づき、本発明の撮像装置の基本的な実施形態は、次の様な構成を有する
。撮像装置は、撮影レンズを介する光束を測光する測光ユニット、撮影レンズを介する光
束を少なくとも光学ファインダユニット側に導く光学部材、撮影レンズを介する光束を電
気信号に変換する撮像素子、外部表示手段を備える。そして、外部表示手段が情報を表示
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する状態において、撮影レンズから入射する光束を測光するための前記測光ユニットに該
光束が導かれるのをほぼ遮光する遮光状態が実現可能に構成される。また、前記遮光状態
において、前記光学ファインダユニットのファインダレンズを介して入射する外光を前記
測光ユニットにより測光して、得られた測光値に基づいて情報表示中の前記外部表示手段
の明るさを制御可能に構成される。
【００１１】
前記基本的な実施形態において、以下に述べる様なより具体的な実施形態が可能である。
一実施形態では、撮像素子により得られる電気信号に基づく画像を外部表示手段に逐次表
示する電子ファインダモードを有する。そして、電子ファインダモード中に、遮光状態で
光学ファインダユニットのファインダレンズ（ファインダレンズなど）を介して入射する
外光を測光ユニットにより測光するとき、得られた測光値に基づいて外部表示手段の明る
さを制御する（第１の実施例参照）。
【００１２】
また、一実施形態では、撮影画像再生表示可能に構成される。そして、撮影画像再生表示
中に、遮光状態で光学ファインダユニットのファインダレンズを介して入射する外光を測
光ユニットにより測光するとき、得られた測光値に基づいて外部表示手段の明るさを制御
する（第２の実施例参照）。
【００１３】
また、一実施形態では、前記光学部材は、撮影レンズから入射する光束を光学ファインダ
ユニットと焦点検出ユニットとに分離させるための可動ミラーユニットである。そして、
可動ミラーユニットは、前記光束を分離させる第１の位置と遮光状態を実現する第２の位
置との間で可動に設けられている（第１の実施例等を参照）。
【００１４】
また、一実施形態では、電子ファインダモード中に、又は撮影画像再生表示操作が行われ
ると、可動ミラーユニットを前記第２の位置に駆動した状態で、測光ユニットにより測光
し、得られた測光値に基づいて外部表示手段の明るさを制御する（第１の実施例等を参照
）。
【００１５】
また、一実施形態では、前記光学部材は、撮影レンズから入射する光束を光学ファインダ
ユニットと撮像素子とに分離させる固定ミラーであり、光学ファインダユニットへの光路
中に配置された撮影情報表示用の内部表示手段を備える。そして、内部表示手段は、遮光
状態を実現する様に駆動可能に構成されている（第３の実施例参照）。
【００１６】
また、一実施形態では、電子ファインダモード中に、又は撮影画像再生表示操作が行われ
ると、遮光状態を実現する様に前記内部表示手段を駆動した状態で、測光ユニットにより
測光し、得られた測光値に基づいて外部表示手段の明るさを制御する（第３の実施例等を
参照）。
【００１７】
また、一実施形態では、セルフ撮影モードを備え、撮影指示操作から撮影までのセルフ時
間を複数設定可能に構成される。そして、電子ファインダモード中に所定の時間以上のセ
ルフ時間が選択されたとき、前記所定の時間までは前記測光ユニットにより測光し、得ら
れた測光値に基づいて外部表示手段の明るさを制御する。一方、前記所定の時間以降撮影
までの間は測光ユニットによる測光を行わず、外部表示手段の明るさを下げる（第５の実
施例参照）。
【００１８】
また、一実施形態では、外部表示手段が可動で、外部表示手段の向きを検知可能に構成さ
れる。そして、電子ファインダモード中に外部表示手段が被写体側に向いているのが検知
されたときには、測光ユニットによる測光を行わない（第６の実施例参照）。
【００１９】
遮光状態を実現する方法としては、前記可動ミラーユニットや内部表示手段を用いる方法
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の他に、絞り（後述）を用いる方法なども可能である。ただし、この方法を用いた場合に
は、測光制御に留意する必要がある。
【実施例】
【００２０】
（第１の実施例）
以下、添付図面を参照して本発明の実施例を詳細に説明する。ただし、実施例において例
示される構成部品の寸法、形状、それらの相対配置などは、本発明が適用される装置の構
成や各種条件により適宜変更されるべきものであり、本発明はそれらの例示に限定される
ものではない。
【００２１】
以下、本発明の撮像システムの一例として、デジタル一眼レフカメラシステムの第１の実
施例の構成を図１と図２を参照しながら説明する。
【００２２】
図１及び図２は本実施例におけるカメラシステムの構成を示す概略断面図であり、カメラ
本体（撮像装置）１０１と、カメラ本体１０１に着脱可能に装着されるレンズ装置１０２
とを示している。図１（ａ）は、光学ファインダ（ＯＶＦ）で被写体を観察する場合のカ
メラシステムの状態を示している。図１（ａ）に示す状態を、以下、「光学ファインダモ
ード（ＯＶＦモード）」と呼ぶ。また、図１（ｂ）は、カメラ本体１０１の背面に取り付
けられたディスプレイユニット１０７（外部表示手段）に被写体の画像を逐次表示する電
子ファインダ（ＥＶＦ）機能を用いて、被写体を観察可能にした場合のカメラシステムの
状態を示している。図１（ｂ）に示す状態を、以下、「電子ファインダモード（ＥＶＦモ
ード）」と呼ぶ。
【００２３】
レンズ装置１０２内には、フォーカスレンズ（不図示）を含む撮影光学系１０３（撮影レ
ンズ）及び露光量を調節するための絞り１０４が設けられている。レンズ装置１０２は、
公知のマウント機構を介してカメラ本体１０１に電気的、機械的に接続される。焦点距離
の異なるレンズ装置１０２をカメラ本体１０１に装着することによって、様々な画角の撮
影画面を得ることが可能である。また、レンズ装置１０２では、不図示の駆動機構を介し
て撮影光学系１０３の一部の要素であるフォーカスレンズを光軸方向に移動させることで
、撮影光学系１０３の焦点調節を行う。
【００２４】
カメラ本体１０１は、ＣＣＤセンサ或いはＣＭＯＳセンサなどの撮像素子１０６を用いた
単板式のデジタルカラーカメラであり、撮像素子１０６を連続的または単発的に駆動して
、動画像または静止画像を表わす画像信号を得る。ここでは、撮像素子は、露光した光を
画素毎に電気信号に変換して受光量に応じた電荷を蓄積し、蓄積された電荷を読み出すタ
イプのエリアセンサである。撮像素子１０６はパッケージ１１０に収納されている。撮影
光学系１０３から撮像素子１０６に至る光路中には、撮像素子１０６上に被写体像（光学
像）の必要以上に高い空間周波数成分が伝達されない様に撮影光学系１０３のカットオフ
周波数を制限する光学ローパスフィルタ１５６が設けられている。
【００２５】
撮像素子１０６として、例えば、正方画素が合計約１０００万個の画素数を有する撮像素
子を用いることができる。そして、各画素にＲ（赤色）Ｇ（緑色）Ｂ（青色）のカラーフ
ィルタを交互に配して４画素が一組となる、所謂ベイヤー配列を構成している。ベイヤー
配列では、観察者が画像を見たときに強く感じやすいＧの画素をＲやＢの画素よりも多く
配置することで、総合的な画像性能を上げている。一般に、この方式の撮像素子を用いる
画像処理では、輝度信号は主にＧから生成し、色信号はＲ、Ｇ、Ｂから生成する。尚、画
素数及びカラーフィルタの種類は上記に限るものではなく、公知のものを適宜使用可能で
あることは言うまでもない。
【００２６】
撮像素子１０６を増幅型固体撮像素子の１つであるＣＭＯＳプロセスコンパチブルのセン
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サ（以降、「ＣＭＯＳセンサ」と略す。）で構成した場合、以下の様な特徴を有すること
ができる。即ち、エリアセンサ部のＭＯＳトランジスタと撮像素子駆動回路、Ａ／Ｄ変換
回路、画像処理回路といった周辺回路を同一工程で形成できるため、マスク枚数、プロセ
ス工程がＣＣＤと比較して大幅に削減できるという利点がある。また、任意の画素へのラ
ンダムアクセスが可能といった特徴も有し、ディスプレイ用に間引いた読み出しが容易で
あって、ディスプレイユニット１０７において高い表示レートでリアルタイム表示を行う
ことができる。
【００２７】
撮像素子１０６から読み出された信号は、後述する様に所定の処理が施された後、画像デ
ータとしてディスプレイユニット１０７上に表示される。ディスプレイユニット１０７は
カメラ本体１０１の背面に取り付けられており、使用者はディスプレイユニット１０７で
の表示を直接観察できる様になっている。
【００２８】
撮像素子１０６は、上述した特徴を利用し、ディスプレイ画像出力動作（撮像素子１０６
の受光領域のうち、一部を間引いた領域からの読み出し）及び高精彩画像出力動作（全受
光領域からの読み出し）の両方の動作を行うことができる。また、撮像素子１０６の出力
を用いたコントラスト検出方式による焦点調節も行うことができる。
【００２９】
１１１は可動型のハーフミラーであり、撮影光学系１０３からの光束のうち一部を反射さ
せると共に、残りを透過させ、一つの光路を二つの光路に分割する。１０５は、撮影光学
系１０３によって形成される被写体像の予定結像面に配置されたフォーカシングスクリー
ン、１１２はペンタプリズムである。１０９は、フォーカシングスクリーン１０５上に形
成された被写体像を観察するためのファインダレンズであり、一般的には複数枚のレンズ
で構成されている。フォーカシングスクリーン１０５、ペンタプリズム１１２及びファイ
ンダレンズ１０９は、ファインダ光学系を構成する。１７０は、ファインダ光学系に導か
れた光束の明るさを測定するための測光センサーからなる測光ユニット、１８０は、フォ
ーカシングスクリーン１０５上に特定の情報を表示させるための光学ファインダ内情報表
示ユニットである。
【００３０】
ハーフミラー１１１の背後（像面側）には可動型のサブミラー１２２が設けられ、ハーフ
ミラー１１１を透過した光束のうち、光軸に近い光束を反射させて焦点検出ユニット（焦
点検出手段）１２１に導いている。サブミラー１２２は、不図示の駆動機構によりハーフ
ミラー１１１と連動して、撮影光路に対して進退可能となっている。即ち、可動ミラーで
あるハーフミラー１１１及びサブミラー１２２は、ＯＶＦモード時には図１に示す位置（
第１の位置）を採り、ＥＶＦモード時には図２に示す位置（第２の位置）を採る。こうし
て、２通りの位置のいずれかを選択的に採ることができる。
【００３１】
焦点検出ユニット１２１は、サブミラー１２２からの光束を受光して位相差検出方式によ
る焦点検出を行う。
【００３２】
１０８は可動式の閃光発光ユニットであり、カメラ本体１０１に収納される収納位置とカ
メラ本体１０１から突出した発光位置との間で移動可能である。１１３は、像面に入射す
る光量を調節するフォーカルプレンシャッタで、複数の遮光羽根で構成された先幕と後幕
を有する。
【００３３】
１１９はカメラ本体１０１を起動させるためのメインスイッチである。１２０は２段階で
押圧操作されるレリーズボタンであり、半押し操作（スイッチＳＷ１のＯＮ）で撮影準備
動作（測光動作や焦点調節動作等）が開始される。更に、全押し操作（スイッチＳＷ２の
ＯＮ）で、撮影動作（フォーカルプレンシャッタ１１３の走行と、撮像素子１０６の露光
及び電荷信号の読み出し、及び電荷信号を処理して得られた画像データの記録媒体への記
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録）が開始される。
【００３４】
１２３はファインダモード切り換えスイッチであり、スイッチ１２３を押す度に被写体像
の観察モードとして、ＯＶＦモードとＥＶＦモード間の切り換えを行うことができる。１
２４はメニュー表示スイッチであり、該スイッチを押す度にメニュー表示とメニュー表示
前の表示状態への切り換えを行うことができる。尚、メニュー画面からＯＶＦモードとＥ
ＶＦモード間の切り換えを行うことも可能である。
【００３５】
図２は、図１に示すデジタルカラーカメラの概略機能構成を示すブロック図である。尚、
図１と同じ構成には同じ参照番号を付し、説明を省略する。まず、被写体像の撮像、記録
に関する部分から説明する。
【００３６】
本実施例のカメラシステムは、撮像系、画像処理系、記録再生系及び制御系を有する。撮
像系は、撮影光学系１０３及び撮像素子１０６を有し、画像処理系は、Ａ／Ｄ変換器１３
０、ＲＧＢ画像処理回路１３１及びＹＣ処理回路１３２を有する。また、記録再生系は、
記録処理回路１３３及び再生処理回路１３４を有し、制御系は、カメラシステム制御回路
１３５、操作検出回路１３６、撮像素子駆動回路１３７、ＡＦ制御回路１４０、レンズシ
ステム制御回路１４１を有する。
【００３７】
１３８は、外部のコンピュータや記憶媒体等に接続され、データの送受信を行うために規
格化された接続端子である。上述した電気回路は、不図示の小型電池からの電力供給を受
けて駆動する。
【００３８】
撮像系は、被写体からの光を撮影光学系１０３を介して撮像素子１０６の撮像面に結像さ
せる光学処理系である。レンズ装置１０２内に設けられた絞り１０４の駆動を制御すると
共に、必要に応じてフォーカルプレンシャッタ１１３の駆動を制御することによって、適
切な光量の被写体光を撮像素子１０６に受光させることができる。
【００３９】
撮像素子１０６から読み出された信号は、Ａ／Ｄ変換器１３０を含む画像処理系に供給さ
れる。この画像処理系での画像処理によって画像データが生成される。Ａ／Ｄ変換器１３
０は、撮像素子１０６の各画素から読み出された信号の振幅に応じて、例えば撮像素子１
０６の出力信号を、例えば１０ビットのデジタル信号に変換して出力する信号変換回路で
あり、以降の画像処理はデジタル処理にて実行される。画像処理系は、Ｒ、Ｇ、Ｂのデジ
タル信号から所望の形式の画像信号を得る信号処理回路であり、Ｒ、Ｇ、Ｂの色信号を輝
度信号Ｙ及び色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）にて表わされるＹＣ信号などに変換する。
【００４０】
ＲＧＢ画像処理回路１３１は、Ａ／Ｄ変換器１３０の出力信号を処理する信号処理回路で
あり、ホワイトバランス回路、ガンマ補正回路、補間演算による高解像度化を行う補間演
算回路を有する。ＹＣ処理回路１３２は、輝度信号Ｙ及び色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ
）を生成する信号処理回路である。このＹＣ処理回路１３２は、高域輝度信号ＹＨを生成
する高域輝度信号発生回路、低域輝度信号ＹＬを生成する低域輝度信号発生回路、及び色
差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）を生成する色差信号発生回路を有している。輝度信号Ｙは
、高域輝度信号ＹＨと低域輝度信号ＹＬを合成することによって形成される。尚、ＹＣ処
理回路１３２から出力される輝度信号Ｙ及び色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）（クロマ信
号）を合わせて、以降「ＹＣ信号」と呼ぶ。
【００４１】
記録再生系は、不図示のメモリや外部コンピュータや外部記憶媒体への画像信号の出力と
、ディスプレイユニット１０７への画像信号の出力とを行う処理系である。記録処理回路
１３３は、メモリや外部コンピュータや外部記憶媒体への画像信号の書き込み処理及び読
み出し処理を行う。再生処理回路１３４は、メモリや外部コンピュータや外部記録媒体か
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ら読み出した画像信号を再生して、ディスプレイユニット１０７に出力する。尚、メモリ
から読み出す画像信号は、撮影された画像だけではなく、使用者がカメラの各種設定をす
るために予め用意された表示画面用の画像であってもよい。
【００４２】
また、記録処理回路１３３は、ＹＣ処理回路１３２から出力される、静止画データ及び動
画データを表わすＹＣ信号を所定の圧縮形式にて圧縮すると共に、圧縮されたデータを伸
張する圧縮伸張回路を内部に有する。圧縮伸張回路は、信号処理のためのフレームメモリ
などを有しており、このフレームメモリにＹＣ処理回路１３２からのＹＣ信号をフレーム
毎に蓄積し、各フレームのＹＣ信号を複数のブロック毎に読み出して圧縮符号化する。
【００４３】
再生処理回路１３４は、ＹＣ信号をマトリクス変換して、例えばＲＧＢ信号等のディスプ
レイユニット１０７に適した信号に変換する回路である。再生処理回路１３４によって変
換された信号はディスプレイユニット１０７に出力され、可視画像として表示（再生）さ
れる。
【００４４】
一方、制御系における操作検出回路１３６は、メインスイッチ１１９、レリーズボタン１
２０、ファインダモード切り換えスイッチ１２３、メニュー表示スイッチ１２４等（他の
スイッチは不図示）の操作を検出する。そして、この検出結果をカメラシステム制御回路
１３５に出力する。カメラシステム制御回路１３５は操作検出回路１３６からの検出信号
を受け、検出結果に応じて撮像系、画像処理系、記録再生系をそれぞれ制御する。例えば
、レリーズボタン１２０の操作によってスイッチＳＷ２がＯＮとなった場合、ハーフミラ
ー１１１やサブミラー１２２の駆動、フォーカルプレンシャッタ１１３の駆動の制御を行
う。更に、焦点検出ユニット１２１で得られた焦点検出領域での検出信号を処理するＡＦ
制御回路１４０の動作の他、測光ユニット１７０の駆動、撮像素子１０６の駆動、ＲＧＢ
画像処理回路１３１の動作、記録処理回路１３３の圧縮処理などを制御する。
【００４５】
カメラシステム制御回路１３５は、撮像動作を行う際のタイミング信号を生成して、撮像
素子駆動回路１３７に出力する。撮像素子駆動回路１３７は、カメラシステム制御回路１
３５からの制御信号を受けることで撮像素子１０６を駆動するための駆動信号を生成する
。情報表示回路１３９は、カメラシステム制御回路１３５からの制御信号を受けて光学フ
ァインダ内情報表示ユニット１８０の駆動を制御する。
【００４６】
次に、レンズ装置１０２内の構成について説明する。レンズシステム制御回路１４１は、
レンズ駆動回路１４２を介して、撮影光学系１０３の一部の要素であるフォーカスレンズ
を合焦位置に移動するための制御を行う。また、レンズシステム制御回路１４１は、絞り
駆動回路１４３を介して、撮影動作時の被写体輝度に応じて絞り１０４の駆動制御を行う
。レンズシステム制御回路１４１は、レンズ装置１０２側の通信接点１０２ａ及びカメラ
本体１０１側の通信接点１０１ａを介して、カメラ本体１０１内のカメラシステム制御回
路１３５と相互に通信可能となっている。レンズシステム制御回路１４１は、レンズ装置
１０２の種類や焦点距離等をカメラシステム制御回路１３５に通知する。
【００４７】
カメラ本体１０１がＯＶＦモード（図１（ａ）に示す状態）の場合、レンズ装置１０２の
絞り１０４は開放状態に制御される。また、ハーフミラー１１１及びサブミラー１２２は
、撮影光路上の第１の位置にあり、フォーカルプレンシャッタ１１３の先幕及び後幕は不
図示の電磁モータとギア列からなるシャッタチャージ機構により、チャージされる。チャ
ージすることで先幕は閉じた状態、後幕は開いた状態となる。従って、撮像素子１０６は
露光されない。撮影光学系１０３から入射した被写体光束は、ハーフミラー１１１で反射
してファインダ光学系に導かれると共に、ハーフミラー１１１を透過した光束はサブミラ
ー１２２で反射して焦点検出ユニット１２１に導かれる。従って、ファインダレンズ１０
９を介して上記光束によって形成された被写体像を観察可能であると共に、焦点検出ユニ
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ット１２１において焦点検出を行わせることができる（ＯＶＦモードでの撮影スタンバイ
）。通常、メインスイッチがオフされたとき、及びメインスイッチがオンした直後は、こ
のＯＶＦモードとなる。
【００４８】
図１（ｂ）に示すＥＶＦモードでは、ハーフミラー１１１及びサブミラー１２２は、撮影
光路から退避した第２の位置にある。フォーカルプレンシャッタ１１３の先幕及び後幕は
不図示の電磁モータとギア列からなるシャッタチャージ機構により、チャージされる。チ
ャージすることで先幕、後幕ともに開いた状態となる。従って、撮影光学系１０３からの
光束がダイレクトに撮像素子１０６に導かれる。この状態で、撮像素子１０６で連続的に
被写体像の撮像動作を行い、得られた電荷を撮像素子１０６からディスプレイ用に間引い
た読み出しを行って、ディスプレイユニット１０７に逐次表示することで、リアルタイム
表示する。これにより、撮影者はディスプレイユニット１０７に表示された被写体像を確
認しながら、構図を決めることができる。このＥＶＦモードでは、焦点検出ユニット１２
１を使用せず、撮像素子１０６の出力を用いたコントラスト検出方式による焦点検出を行
わせることができる（ＥＶＦモードでの撮影スタンバイ）。
【００４９】
次に、図３と図４を参照しながら、上記構成を有するカメラシステムの本実施例における
動作について説明する。
【００５０】
先ず、図３のフローチャートを参照して、ＥＶＦモードが選択されてからの本実施例の動
作の流れを説明する。スタートは、ファインダモード切り換えスイッチ１２３の押下操作
を検出し、ＯＶＦモードからＥＶＦモードへの切り換え動作を開始する状態である。
【００５１】
ステップＳ１０１において、カメラシステム制御回路１３５の制御によって不図示のモー
タを駆動し、ハーフミラー１１１とサブミラー１２２を回転駆動して、ミラーボックスの
上部（第２の位置）まで移動させることで撮影光路から退避させる。ミラーが第２の位置
に保持された状態でステップＳ１０２において、フォーカルプレンシャッタ１１３の先幕
だけを走行させてバルブ状態にする。このことで、撮影光学系１０３を通過した被写体光
を連続的に撮像素子１０６に到達させ、ディスプレイユニット１０７に画像を表示させる
ための撮像が可能な状態とする。
【００５２】
ステップＳ１０３において、撮影光学系１０３によって形成された被写体像に対して撮像
素子１０６による撮像動作を連続的に行う。ステップＳ１０４において、撮像素子１０６
から読み出された画像データを画像処理し、ディスプレイユニット１０７に画像を表示さ
せるためのデータを作成する。
【００５３】
ステップＳ１０５において、測光ユニット１７０を駆動し、測光値を取得する。このとき
、撮影光学系１０３による被写体像はフォーカシングスクリーン１０５には入射しておら
ず、ファインダレンズ１０９から入射してくる光を測光ユニット１７０は測光している。
ステップＳ１０５で得られた測光値より、ディスプレイユニット１０７が配置されている
カメラ背面の明るさを測定することができる。
【００５４】
ここで、ファインダレンズ１０９から入射してくる光を測光する際の現象を説明する。フ
ァインダレンズ１０９から入射してくる光はペンタプリズム１１２で反射し、フォーカシ
ングスクリーン１０５に到達し、拡散面で所定の割合が拡散反射光となり、その一部が測
光ユニット１７０へ到達する。また、フォーカシングスクリーン１０５を通過したファイ
ンダ入射光は、ハーフミラー１１１が第２の位置に配置されていることで反射され再びフ
ォーカシングスクリーン１０５へ入射する。そして、再び拡散面で所定の割合が拡散光と
なり、その一部が測光ユニット１７０へ到達する。測光ユニット１７０で２回の拡散光を
合わせて測光することにより、測光精度を上げることが可能となる。
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【００５５】
ステップＳ１０６において、ステップＳ１０５で得られた測光値からディスプレイユニッ
ト１０７の輝度（明るさ）を基準の輝度から変更することが必要かが判定される。ステッ
プＳ１０６において輝度の変更が不要と判定されると、ステップＳ１０６－１において、
ディスプレイユニット１０７の表示輝度の設定変更を行わない。ステップＳ１０６におい
て、輝度の変更が必要と判定されると、ステップＳ１０７において、ディスプレイユニッ
ト１０７の表示輝度として以下に述べる所定の輝度を設定する。
【００５６】
ディスプレイユニット１０７の表示輝度が設定されると、ステップＳ１０８において、撮
像素子１０６から得られる画像データをディスプレイユニット１０７にリアルタイム表示
させ、撮影待機状態となる。
【００５７】
ディスプレイユニット１０７の輝度を設定する測光値と輝度との関係を図４を用いて述べ
る。図４において、横軸が、測光値から得られるディスプレイユニット１０７が配置され
ているカメラ背面の明るさであり、縦軸が、ディスプレイユニット１０７の表示輝度であ
る。
【００５８】
V-defは基準の輝度であり、基準の明るさEV-defの環境下で最適な明るさとして設定され
ている。ステップＳ１０５で得られた測光値によりカメラ背面側の明るさがEV-defとEV-b
の間であると、ディスプレイユニット１０７の輝度を測定値に対応させ上げて設定する。
EV-bよりも明るい場合には、V-maxに設定する。V-maxはディスプレイユニット１０７の最
高輝度設定であり、カラーバランス、コントラストバランス、採用された照明素子で決ま
る輝度である。
【００５９】
ステップＳ１０５で得られた測光値によりカメラ背面側の明るさがEV-defとEV-aの間であ
ると、ディスプレイユニット１０７の輝度を測定値に対応させ下げて設定する。EV-aより
も暗い場合には、V-minに設定する。V-minはディスプレイユニット１０７の最低輝度設定
であり、カラーバランス、コントラストバランス、採用照明素子で決まる輝度である。
【００６０】
尚、本実施例の図４では、ディスプレイユニット１０７の輝度をカメラ背面側の明るさに
対応させてリニアに変化させるものを説明した。しかし、これに限定されるものではなく
、例えば、所定の明るさの幅毎に、ディスプレイユニット１０７の輝度を段階的に変化さ
せる制御などであっても良い。
【００６１】
ステップＳ１０８において、ディスプレイユニット１０７に画像データが表示された後、
ステップＳ１１０において、所定の時間が経過したかが判定される。所定の時間経過して
いないと判定されるとステップＳ１１２-１に移り、所定の時間経過したと判定されると
、ステップＳ１１１において、測光ユニット１７０を駆動し測光値を取得する。
【００６２】
ステップＳ１１２において、ステップＳ１１１で得られた測光値から、ディスプレイユニ
ット１０７の輝度の変更が必要であるか判定する。変更する必要があれば、ステップＳ１
１３において、ディスプレイユニット１０７の輝度を変更して表示させ、輝度の変更が必
要でなければ、ステップＳ１１２－１において、輝度維持したまま表示させる。
【００６３】
ステップＳ１１４において、操作部材が操作されたかが判定され、操作されていないと判
定されるとステップＳ１１０に戻る。操作部材が操作されたと判定されると、操作された
操作部材に対応してカメラを制御する（ＳＴＯＰ）。
【００６４】
本実施例によれば、ＥＶＦモードでの撮影時に、通常の撮影で使用する測光ユニット１７
０をファインダ入射光の測定に用いることで、専用センサーを必要とせずディスプレイユ
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ニット１０７周辺の明るさを測定することが可能となる。そして、測定結果を用いて適切
なディスプレイ輝度を設定することができる。
【００６５】
こうして、少なくともＥＶＦモードにおいて、表示装置（外部表示手段）の明るさが周辺
環境に最適になる様に自動で設定されるため、撮影者は特別な操作をすることなく、見や
すい表示で表示装置を見ることが可能となる。
【００６６】
（第２の実施例）
図５のフローチャートを参照して、本実施例の動作の流れを説明する。本実施例のカメラ
の形態は、第１の実施例で説明した図１と図２のものと同様でよいので説明を省略し、同
一機能部は同一番号を用いて説明する。
【００６７】
スタートは撮影済み画像の再生を撮影者が指示した状態である。ステップＳ３０１におい
て、ハーフミラー１１１とサブミラー１２２が第１の位置（ミラーダウン位置）にあるか
、第２の位置（ミラーアップ位置）にあるかが判定される。即ち、ＯＶＦモードであるか
ＥＶＦモードであるかが判定される。第１の位置にあると判定されると、カメラシステム
制御回路１３５の制御によって不図示のモータを駆動して、ハーフミラー１１１とサブミ
ラー１２２を回転駆動し、図１（ｂ）に示す位置（第２の位置）まで移動させる。ハーフ
ミラー１１１とサブミラー１２２を回転駆動させる際には、不図示のモーターをデューテ
ィー制御で、通常撮影時よりも回転数を下げて駆動し、ミラーアップ動作音を小さくする
のが望ましいが、通常撮影時のモーター駆動方法と同じでも良い。
【００６８】
ステップＳ３０１において、ハーフミラー１１１とサブミラー１２２が第２の位置にある
と判定されると、ステップＳ３０２において、カメラシステム制御回路１３５によって再
生処理回路１３４が駆動される。先ず、不図示の情報記録媒体であるメモリー・メディア
へアクセスし、ステップＳ３０３において、メモリー・メディアから保存されている撮影
画像を不図示のカメラ内部に設けられたメモリーへ取り込む。
【００６９】
ステップＳ３０４においては、測光ユニット１７０を駆動し、測光値を取得する。このと
き、ハーフミラー１１１とサブミラー１２２は、撮影光路から退避した第２の位置に保持
された状態であり、測光値はファインダレンズ１０９から入射する光量となる。ステップ
Ｓ３０４で得られた測光値より、ディスプレイユニット１０７が配置されているカメラ背
面の明るさを推定することができる。
【００７０】
ステップＳ３０５において、ステップＳ３０４で得られた測光値からディスプレイユニッ
ト１０７の輝度を基準の輝度から変更することが必要かが判定される。ステップＳ３０５
において輝度の変更が不要と判定されると、ステップＳ３０５－１において、ディスプレ
イユニット１０７の表示輝度の設定変更を行わない。ステップＳ３０５において輝度の変
更が必要と判定されると、ステップＳ３０６において、ディスプレイユニット１０７の表
示輝度として、第１の実施例で述べた図４のグラフに基づく所定の輝度を設定する。
【００７１】
ディスプレイユニット１０７の表示輝度が設定されると、ステップＳ３０７において、撮
影済みの画像データをディスプレイユニット１０７に表示させる。ステップＳ３０７にお
いて、ディスプレイユニット１０７に撮影済み画像データが表示された後、ステップＳ３
０９において、所定の時間が経過したかが判定され、所定の時間が経過していないと判定
されるとステップＳ３１１－１に移る。所定の時間経過したと判定されると、ステップＳ
３１０において、測光ユニット１７０を駆動し、測光値を取得する。
【００７２】
ステップＳ３１１において、ステップＳ３１０で得られた測光値から、ディスプレイユニ
ット１０７の輝度の変更が必要であるか判定する。変更する必要があれば、ステップＳ３
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１２において、ディスプレイユニット１０７の輝度を変更して表示する。輝度の変更が必
要でなければ、ステップＳ３１１－１において、輝度を維持したまま表示させる。
【００７３】
ステップＳ３１３において操作部材が操作されたかが判定され、操作されていないと判定
されるとステップＳ３０９に戻る。操作部材が操作されたと判定されると、操作された操
作部材に対応してカメラを制御する（ＳＴＯＰ）。
【００７４】
本実施例によれば、ＥＶＦモードでの撮影時だけでなく、撮影済み画像を確認する際にも
、通常の撮影で使用する測光ユニット１７０をファインダ入射光の測定に用いることがで
きる。このことで、専用センサーを必要とせずディスプレイユニット１０７周辺の明るさ
を測定することが可能となる。そして、測定結果を用いて、適切なディスプレイの明るさ
を設定することができる。
【００７５】
（第３の実施例）
図６は、第３の実施例のカメラの概略断面図である。図１と同じ構成には同じ番号を付し
説明を省略する。本実施例では、固定ハーフミラー２０１は固定されており、撮影時にも
撮影光路に配置されたままに構成されている。これにより、撮影時に被写体をファインダ
で観察できないファインダ消失時間を無くす構成としている。また、フォーカシングスク
リーン１０５と固定ハーフミラー２０１の間に、ファインダから見える視野を覆う様に内
部表示装置２００が配置されている。内部表示装置２００は透過型液晶で構成されており
、合焦位置を表示したり、撮影情報を表示したりすることが可能である。
【００７６】
本実施例では内部表示装置２００を透過型液晶装置とするが、これに限定されるものでは
なく、透過と非透過を切替可能な表示装置であれば適用可能である。単独サブミラー２０
２はハーフミラー２０１とは独立して駆動可能に構成されており、撮影時には図６（ｂ）
に示す様にカメラ底面部に向かって移動し、撮影光路から退避する。
【００７７】
図７のフローチャートを参照して、ＥＶＦモードが選択されてからの本実施例の動作の流
れを説明する。スタートは、ファインダモード切り換えスイッチ１２３の押下を検出し、
ＯＶＦモード（図６（ａ）の状態）からＥＶＦモード（図６（ｂ）の状態）への切り換え
動作を開始する状態である。
【００７８】
ステップＳ５０１において、カメラシステム制御回路１３５によって不図示のモーターが
駆動され、単独サブミラー２０２が図６（ｂ）に示す退避位置へ駆動される。単独サブミ
ラー２０２が退避位置へ駆動された後、ステップＳ５０２において、カメラシステム制御
回路１３５の制御によって情報表示回路を駆動し、視野を覆う表示領域がほぼ全域非透過
状態になる様に内部表示装置２００を制御する。内部表示装置２００は、固定ハーフミラ
ー２０１から入射する被写体光をほぼ遮光する遮光状態となる
【００７９】
ステップＳ１０２からステップＳ１１４、ステップＳ１１４からＳＴＯＰまでは第１の実
施例で用いた図３のフローチャートと同一のフローであり、フローの番号を同一としてい
る。
【００８０】
内部表示装置２００の遮光駆動後、ステップＳ１０２において、フォーカルプレンシャッ
タ１１３の先幕だけを走行させてバルブ状態にする。このことで、撮影光学系１０３を通
過した被写体光を連続的に撮像素子１０６に到達させ、ディスプレイユニット１０７に画
像を表示させるための撮像が可能な状態とする。
【００８１】
ステップＳ１０３において、撮影光学系１０３によって形成された被写体像に対して撮像
素子１０６による撮像動作を連続的に行う。ステップＳ１０４において、撮像素子１０６
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から読み出された画像データを画像処理し、ディスプレイユニット１０７に画像を表示さ
せるためのデータを作成する。
【００８２】
ステップＳ１０５において、測光ユニット１７０を駆動し、測光値を取得する。このとき
、撮影光学系１０３による被写体像はフォーカシングスクリーン１０５には入射しておら
ず、ファインダレンズ１０９から入射してくる光を測光ユニット１７０は測光している。
ステップＳ１０５で得られた測光値より、ディスプレイユニット１０７が配置されている
カメラ背面の明るさを測定することができる。
【００８３】
ここで、ファインダレンズ１０９から入射してくる光を測光する際の現象を説明する。フ
ァインダレンズ１０９から入射してくる光はペンタプリズム１１２で反射し、フォーカシ
ングスクリーン１０５に到達し、拡散面で所定の割合が拡散反射光となり、その一部が測
光ユニット１７０へ到達する。また、フォーカシングスクリーン１０５を通過した入射光
は遮光状態である内部表示装置２００の表面で反射され、再びスクリーン１０５へ入射し
、再び拡散面で所定の割合が拡散光となり、その一部が測光ユニット１７０へ到達する。
測光ユニット１７０で２回の拡散光を合わせて測光することにより、測光精度を上げるこ
とが可能となる。
【００８４】
もし内部表示装置２００が遮光状態でない場合であると、撮影光学系１０３からの被写体
光が入射する通常のＯＶＦモードであり、カメラ背面側の明るさを正確に測定することが
困難となる。
【００８５】
ステップＳ１０６において、ステップＳ１０５で得られた測光値からディスプレイユニッ
ト１０７の輝度を基準の輝度から変更することが必要かが判定される。ステップＳ１０６
において輝度の変更が不要と判定されると、ステップＳ１０６－１において、ディスプレ
イユニット１０７の表示輝度の設定変更を行わない。ステップＳ１０６において輝度の変
更が必要と判定されると、ステップＳ１０７において、ディスプレイユニット１０７の表
示輝度として、第１の実施例で述べた図４に基づく所定の輝度を設定する。
【００８６】
ディスプレイユニット１０７の表示輝度が設定されると、ステップＳ１０８において、撮
像素子１０６から得られる画像データをディスプレイユニット１０７にリアルタイム表示
させ、撮影待機状態となる。
【００８７】
ステップＳ１０８において、ディスプレイユニット１０７に画像データが表示された後、
ステップＳ１１０において、所定の時間が経過したかが判定され、所定の時間が経過して
いないと判定されるとステップＳ１１２－１に移る。所定の時間経過したと判定されると
、ステップＳ１１１において、測光ユニット１７０を駆動し、ファインダレンズ１０９か
ら入射してくる光を測光する。
【００８８】
ステップＳ１１２において、ステップＳ１１１で得られた測光値から、ディスプレイユニ
ット１０７の輝度の変更が必要であるか判定する。変更する必要があれば、ステップＳ１
１３においてディスプレイユニット１０７の輝度を変更して表示する。輝度の変更が必要
でなければ、ステップＳ１１２－１において輝度を維持したまま表示させる。
【００８９】
ステップＳ１１４において操作部材が操作されたかが判定され、操作されていないと判定
されるとステップＳ１１０に戻る。操作部材が操作されたと判定されると、操作された操
作部材に対応してカメラを制御する（ＳＴＯＰ）。
【００９０】
尚、本実施例ではサブミラー１２２を独立駆動可能なカメラ構成としたが、これに限定さ
れるものではない。例えば、サブミラー１２２、焦点検出ユニット１２１が無い構成で、
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撮像素子１０６から得られる画像を用いて合焦制御を行う構成のカメラであっても良い。
【００９１】
本実施例によれば、ハーフミラーが退避しない構成の撮像装置においても、ＥＶＦモード
での撮影時に、通常の撮影で使用する測光ユニット１７０をファインダ入射光の測定に用
いることができる。このことで、専用センサーを必要とせずディスプレイユニット１０７
周辺の明るさを測定することが可能となる。そして、測定結果を用いて適切なディスプレ
イ輝度を設定することができる。
【００９２】
こうして、本実施例でも、少なくともＥＶＦモードにおいて、表示装置（外部表示手段）
の明るさが周辺環境に最適になる様に自動で設定されるため、撮影者は特別な操作をする
ことなく、見やすい表示で表示装置を見ることが可能となる。
【００９３】
（第４の実施例）
図８のフローチャートを参照して、第４の実施例の動作の流れを説明する。本実施例のカ
メラの形態は、第３の実施例で説明した図２、図６と同じでよいので、説明を省略し、同
一機能部は同一番号を用いて説明する。
【００９４】
スタートは撮影済み画像の再生を撮影者が指示した状態である。撮影済みの画像を表示さ
せる操作が為されると、ステップＳ４０１において、カメラシステム制御回路１３５の制
御によって情報表示回路を駆動し、視野を覆う表示領域がほぼ全域非透過状態になる様に
内部表示装置２００を制御する。内部表示装置２００は、固定ハーフミラー２０１から入
射する被写体光をほぼ遮光する遮光状態となる
【００９５】
ステップＳ３０２からステップＳ３１３まで、ステップＳ３１３からＳＴＯＰまでは第２
の実施例で用いた図５のフローチャートと同一のフローであり、フローの番号を同一とし
ている。
【００９６】
ステップＳ３０２において、カメラシステム制御回路１３５によって再生処理回路１３４
が駆動される。先ず、不図示の情報記録媒体であるメモリー・メディアへアクセスし、ス
テップＳ３０３において、メモリー・メディアから保存されている撮影画像を不図示のカ
メラ内部に設けられたメモリーへ取り込む。
【００９７】
ステップＳ３０４において、測光ユニット１７０を駆動し、測光値を取得する。このとき
、内部表示装置２００は遮光状態である。ステップＳ３０４で得られた測光値より、ディ
スプレイユニット１０７が配置されているカメラ背面の明るさを測定することができる。
【００９８】
ステップＳ３０５において、ステップＳ３０４で得られた測光値からディスプレイユニッ
ト１０７の輝度を基準の輝度から変更することが必要かが判定される。ステップＳ３０５
において輝度の変更が不要と判定されると、ステップＳ３０５－１において、ディスプレ
イユニット１０７の表示輝度の設定変更を行わない。ステップＳ３０５において輝度の変
更が必要と判定されると、ステップＳ３０６において、ディスプレイユニット１０７の表
示輝度として、第１の実施例で述べた図４のグラフに基づく所定の輝度を設定する。
【００９９】
ディスプレイユニット１０７の表示輝度が設定されると、ステップＳ３０７において、撮
影済みの画像データをディスプレイユニット１０７に表示させる。ステップＳ３０７にお
いて、ディスプレイユニット１０７に撮影済み画像データが表示された後、ステップＳ３
０９において、所定の時間が経過したかが判定され、所定の時間経過していないと判定さ
れるとステップＳ３１１－１に移る。所定の時間経過したと判定されると、ステップＳ３
１０において、測光ユニット１７０を駆動し、測光値を取得する。
【０１００】
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ステップＳ３１１において、ステップＳ３１０で得られた測光値から、ディスプレイユニ
ット１０７の輝度の変更が必要であるか判定する。変更する必要があれば、ステップＳ３
１２においてディスプレイユニット１０７の輝度を変更して表示する。輝度の変更が必要
でなければ、ステップＳ３１１－１において輝度を維持したまま表示させる。
【０１０１】
ステップＳ３１３において操作部材が操作されたかが判定され、操作されていないと判定
されるとステップＳ３０９に戻る。操作部材が操作されたと判定されると、操作された操
作部材に対応してカメラを制御する（ＳＴＯＰ）。
【０１０２】
本実施例によれば、ハーフミラーが退避しない構成の撮像装置においても、ＥＶＦモード
での撮影時だけでなく撮影済み画像を確認する際にも、通常の撮影で使用する測光ユニッ
ト１７０をファインダ入射光の測定に用いることができる。これにより、専用センサーを
必要とせずディスプレイユニット１０７周辺の明るさを測定することが可能となる。そし
て、測定結果を用いて適切なディスプレイの明るさを設定することができる。
【０１０３】
（第５の実施例）
図９のフローチャートを参照して、第５の実施例の動作の流れを説明する。本実施例のカ
メラの形態は、第１の実施例で説明した図１、図２と同じでよいので、説明を省略し、同
一機能部は同一番号を用いて説明する。
【０１０４】
スタートは、ＥＶＦモードでセルフ撮影が実行された状態である。即ち、撮影者が不図示
の操作部材を用いてセルフ時間を選択し、レリーズボタン１２０を操作した状態である。
ＥＶＦモードでは第１の実施例で述べた様に、ハーフミラー１１１とサブミラー１２２は
図１（ｂ）に示す第２の位置に配置されている。そして、測光ユニット１７０によりカメ
ラ背面の明るさを測光し、ディスプレイユニット１０７の輝度をカメラが自動で適切な輝
度に調整して表示している状態である。
【０１０５】
ステップＳ２０１において、レリーズボタン１２０操作後の時間を計測するカウンターを
スタートさせる。ステップＳ２０２で、測光値を取得するための所定の時間が経過したか
が判定され、経過していないと判定されるとステップＳ２０４－１に移る。経過したと判
定されると、ステップＳ２０３において、測光ユニット１７０を駆動して測光値を取得す
る。
【０１０６】
ステップＳ２０４において、ステップＳ２０３で得られた測光値からディスプレイユニッ
ト１０７の輝度を変更することが必要かが判定される。ステップＳ２０４において輝度の
変更が不要と判定されると、ステップＳ２０４－１において、輝度を維持したまま表示す
る。ステップＳ２０４において輝度の変更が必要と判定されると、ステップＳ２０５にお
いて、ディスプレイユニット１０７の表示輝度として、第１の実施例で述べた図４のグラ
フに基づく所定の輝度を設定して表示する。
【０１０７】
ステップＳ２０６において、選択されたセルフ時間が経過したかが判定され、経過したと
判定されると、ステップＳ２１０に移る。選択されたセルフ時間が経過していないと判定
されると、ステップＳ２０７において、レリーズボタン１２０の操作から所定の時間が経
過したかが判定される。レリーズボタン１２０の操作から所定の時間が経過していないと
判定されると、ステップＳ２０２に戻る。レリーズボタン１２０の操作から所定の時間が
経過したと判断されると、ステップＳ２０８において、ディスプレイユニット１０７の表
示輝度を最低輝度V-minに設定する（図４参照）。
【０１０８】
レリーズボタン１２０の操作からの所定の時間とは、撮影者がセルフ撮影時にレリーズボ
タン１２０を操作した後、被写体構図の確認ができる程度の時間であり、５秒程度が望ま
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しいが、これに限定されるものではない。
【０１０９】
公知の製品仕様では、セルフ撮影時間として「２秒」「１０秒」などが選択可能に構成さ
れている。手ぶれ防止に使用する際には「２秒」が選択される場合が多く、自分も被写体
となる記念撮影などを行う際には「１０秒」が選択される場合が多い。「２秒」を選択し
た手ぶれ防止撮影などの場合には、表示された被写体を確認しながらの撮影が多く、「１
０秒」を選択した記念撮影などでは、構図を確認した後は表示を見ない場合が多い。よっ
て、ディスプレイユニット１０７を見ている確率の高い５秒程度までは見やすい輝度に調
整されることが望ましく、ディスプレイユニット１０７を見ていない確率の高い５秒後は
、消費電流を抑えるために輝度を下げることが望ましい。
【０１１０】
ディスプレイユニット１０７の輝度が最低輝度に設定された後、ステップＳ２０９におい
て、選択されたセルフ時間が経過したかが判定される。経過したと判定されるとステップ
Ｓ２１０において撮影が行われ、撮影待機状態となる（ＳＴＯＰ）。
【０１１１】
本実施例によれば、ＥＶＦモードでのセルフ撮影時に、通常の撮影で使用する測光ユニッ
ト１７０をファインダ入射光の測定に用いることで、専用センサーを必要とせずディスプ
レイユニット１０７周辺の明るさを測定することが可能となる。そして、測定結果を用い
て適切なディスプレイの明るさを設定することができる。また、不要な消費電流の増加を
抑えることが可能となる。
【０１１２】
こうして、セルフ撮影時においても見やすい表示で表示装置（外部表示手段）を見ること
が可能となり、かつ消費電流の増加を抑制することが可能となる。
【０１１３】
（第６の実施例）
図１０は、第６の実施例のカメラの外観概略図である。カメラ本体１０１には撮影レンズ
１０２と、撮影レンズ１０２を通過した被写体光を確認するファインダが収納されたペン
タ部３０１が配置されている。カメラ本体１０１の上面部には、レリーズボタン１２０、
撮影モードを設定するモードダイヤル３０２が配置され、被写体側にはリモコン受光部３
０３が配置されている。
【０１１４】
本実施例では、カメラ本体１０１に対してディスプレイユニット１０７が可動可能に構成
されている。ディスプレイユニット１０７とカメラ本体１０１とは公知の技術であるヒン
ジ機構を用いたヒンジ部３０４で接続されている。ヒンジ部３０４内部には、ディスプレ
イユニット１０７内部に配置された表示装置とカメラ本体１０１とを電気的に接続する不
図示の屈曲可能な導通部材が配置されており、ディスプレイユニット１０７を回動させた
場合にも表示可能に構成されている。
【０１１５】
ディスプレイユニット１０７は、ヒンジ部３０４近辺に配置された不図示の検知スイッチ
で表示面の向きが検知可能に構成されている。
【０１１６】
図１０の状態は、ディスプレイユニット１０７の表示面を被写体側に向けた状態である。
この状態では、被写体でもある撮影者がディスプレイユニット１０７の表示面を確認しな
がら構図を決定し、不図示のリモコンを用いて撮影指示を出すことで、所謂自分撮りが可
能となる。
【０１１７】
図１２のフローチャートを参照して、本実施例の動作の流れを説明する。スタートは、Ｅ
ＶＦモードで撮影待機状態であり、ディスプレイユニット１０７の表示輝度が自動調整さ
れている状態である。
【０１１８】
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ステップＳ６０１において、ディスプレイユニット１０７の表示面がカメラ背面側を向い
ているかが判定される。ディスプレイユニット１０７の表示面がカメラ背面を向いていな
いと判定されると、ファインダからの入射光を測光してもディスプレイユニット１０７の
表示面を照らす明るさを測定できないので、輝度設定を維持したまま表示させる（ステッ
プＳ６０４－１）。
【０１１９】
ディスプレイユニット１０７の表示面がカメラ背面を向いていると判定されると、ステッ
プＳ６０２において、測光値を取得するための所定の時間が経過したかが判定され、経過
していないと判定されるとステップＳ６０４－１に移る。経過したと判定されると、ステ
ップＳ６０３において、測光ユニット１７０を駆動して測光値を取得する。
【０１２０】
ステップＳ６０４において、ステップＳ６０３で得られた測光値からディスプレイユニッ
ト１０７の輝度を基準の輝度から変更することが必要かが判定される。ステップＳ６０４
において輝度の変更が不要と判定されると、ステップＳ６０４－１において、ディスプレ
イユニット１０７の表示輝度を維持したまま表示する。ステップＳ６０４において輝度の
変更が必要と判定されると、ステップＳ６０５において、ディスプレイユニット１０７の
表示輝度として、第１の実施例で述べた図４のグラフに基づく所定の輝度に設定して表示
する。
【０１２１】
ステップＳ６０６で操作部材が操作されたかが判定され、操作されていないと判定される
とステップＳ６０１に戻る。操作部材が操作されたと判定されると、操作された操作部材
に対応してカメラを制御する（ＳＴＯＰ）。
【０１２２】
本実施例によれば、ＥＶＦモードでの撮影時に、通常の撮影で使用する測光ユニット１７
０をファインダ入射光の測定に用いることで、専用センサーを必要とせずディスプレイユ
ニット１０７周辺の明るさを測定することが可能となる。そして、測定結果を用いて適切
なディスプレイ輝度を設定することができる。また、ディスプレイユニット１０７の表示
面がカメラ背面側を向いていない時には、不要な消費電流の増加を抑えることが可能とな
る。
【０１２３】
こうして、ディスプレイユニット１０７の表示面がカメラ背面を向いている場合には見や
すい表示で表示装置（外部表示手段）を見ることが可能となり、表示面がカメラ背面を向
いていない時には消費電流の増加を抑制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０１２４】
【図１】（ａ）は本発明を適用した第１の実施例等に係るデジタル一眼レフカメラのハー
フミラーアップ状態の概略断面図、（ｂ）は同じくハーフミラーダウン状態の概略断面図
。
【図２】本発明を適用した第１の実施例等に係るデジタル一眼レフカメラのブロック図。
【図３】本発明を適用した第１の実施例に係るデジタル一眼レフカメラのフローチャート
。
【図４】本発明を適用した第１の実施例等に係るデジタル一眼レフカメラの輝度設定グラ
フ。
【図５】本発明を適用した第２の実施例に係るデジタル一眼レフカメラのフローチャート
。
【図６】（ａ）は本発明を適用した第３の実施例等に係るデジタル一眼レフカメラのサブ
ミラーアップ状態の概略断面図、（ｂ）は同じくサブミラーダウン状態の概略断面図。
【図７】本発明を適用した第３の実施例に係るデジタル一眼レフカメラのフローチャート
。
【図８】本発明を適用した第４の実施例に係るデジタル一眼レフカメラのフローチャート



(19) JP 5311993 B2 2013.10.9

10

20

。
【図９】本発明を適用した第５の実施例に係るデジタル一眼レフカメラのフローチャート
。
【図１０】本発明を適用した第６の実施例に係るデジタル一眼レフカメラの正面概略図。
【図１１】本発明を適用した第６の実施例に係るデジタル一眼レフカメラのフローチャー
ト。
【符号の説明】
【０１２５】
１０１　カメラ本体（撮像装置）
１０２　撮影レンズ（レンズ装置）
１０３　撮影光学系
１０４　絞り
１０５　フォーカシングスクリーン（光学ファインダユニット）
１０６　撮像素子
１０７　外部表示手段（外部表示装置）
１０９　ファインダレンズ（光学ファインダユニット）
１１１　ハーフミラー（光学部材、可動ミラーユニット）
１１２　ペンタプリズム（光学ファインダユニット）
１２１　焦点検出ユニット
１２２　サブミラー（可動ミラーユニット）
１７０　測光ユニット
２００　内部表示手段（内部表示装置）
２０１　固定ミラー（固定ハーフミラー）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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